
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[するスポーツ] 

・スポーツ実施率は 50.4％で、現行計画の目標値を達成しています（問６）。 

・スポーツが好きな人ほどスポーツ実施率が高い傾向がみらます（問６）。 

・スポーツが好きな人ほどスポーツ実施状況が高い傾向がみられます（問１０）。 

・スポーツを現在している目的、今後しようとする目的は、ともに「健康を保持・増進」です（問

８、１２）。 

[みるスポーツ] 

・スポーツ観戦率は 19.1％となっています（問１６）。 

・スポーツが好きな人ほどスポーツ観戦率が高い傾向がみられます（問１６）。 

[ささえるスポーツ] 

・スポーツの支援活動をしている市民は 5.5％となっています（問１７）。 

・スポーツが好きな人ほどスポーツの支援活動を「している」「今後ぜひしたい」「今後できれば

したい」が高い傾向がみられます（問１７）。 

アンケート調査結果（概要） 
 

目標指標 

本計画の推進にあたり、目標指標を設定し、計画の進捗管理を行います。 

５．５％ 

（令和元年値） 

 

目標指標の内容 

【スポーツに親しむ機会の創出】 

成人市民の週１日以上のスポーツ実施率 

【スポーツに親しむ機会の創出】 

スポーツ施設で観戦している市民の割合 

【スポーツを楽しむ環境整備】 

スポーツの指導や支援活動を行う市民の割合 

【スポーツ施設等の整備・充実】 

スポーツ施設等の利用者数 

２０．０％ 

（令和１１年値） 

 

６５．０％ 

（令和１１年値） 

 

現状値 目標値 

５０．４％ 

（令和元年値） 

１９．１％ 

（令和元年値） 

 
７．５％ 

（令和１１年値） 

 
１，２１３，１１０人 
（平成３０年度値） 

 

１，３４０，０００人 
（令和１０年度値） 

 

計画の体系 

基本目標Ⅰ スポーツに親しむ機会の創出 ＜する＞ ＜みる＞ 

１．ライフステージに応じたスポーツ機会の充実 

２．スポーツに触れる機会の提供 

基本目標Ⅱ スポーツを楽しむ環境整備 ＜ささえる＞ ＜いかす＞ 

１．スポーツ活動の支援 

２．スポーツ活動の支援を通じた地域の活性化 

基本目標Ⅲ スポーツ施設等の整備・充実 

１．スポーツ施設等の整備・充実 

２．スポーツ施設等の利用促進 

ス
ポ
ー
ツ
大
好
き
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（１）スポーツ基本法 

スポーツに関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって国民の心身の健全な発達、明るく豊

かな国民生活の形成、活力ある社会の実現及び国際社会の調和ある発展に寄与することを目的と

して平成 23年に成立しました。 

①第２期スポーツ基本計画 

４つの基本方針（スポーツで①人生が変わる ②社会を変える ③世界とつながる ④未来を創

る）の下、スポーツの枠を超えて異分野と積極的に連携・協働することや障害者スポーツの振興

やスポーツの産業化などの重点施策が盛り込まれていることなどが特徴的です。 

②スポーツ実施率向上のための行動計画 

以下の３つの観点からスポーツ実施率向上のための施策が取りまとめられています。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ＳＤＧｓ 

2015 年の国連サミットで採択された持続可能な社会の実現のための国際目標です。次の５つ

が特徴として挙げられます。 

「普遍性」：先進国を含め、全ての国が行動 

「包摂性」：人間の安全保障の理念を反映し「誰一人取り残さない」 

「参画型」：全てのステークホルダーが役割を 

「統合性」：社会・経済・環境に統合的に取り組む 

「透明性」：定期的にフォローアップ 

〔１〕施策の対象 

①全体 ②子ども・若者 ③ビジネスパーソン ④高齢者 ⑤女性 ⑥障害者 

〔２〕施策の段階 

①スポーツをする気にさせる施策 ②スポーツをするために必要な施策 ③スポーツを習慣化さ

せるための施策 

〔３〕施策に取り組むべき主体 

①国 ②地方自治体 ③産業界 ④スポーツ団体等 ⑤医療福祉関係者 ⑥学校等 

アンケート調査結果（概要） 

[施策の評価] 

・重要度も満足度も高い施策等は、「子どものスポーツ機会の充実」「健康づくり・体力づくりに

関する事業実施」「生涯スポーツの振興」となり、また、満足度が一番高いのは、「リレーマラ

ソンなどのスポーツイベントの開催支援」となりました（問２０、２１）。 

[小・中学生] 

・スポーツ実施率は 75.3％となっています（小中問３）。 

・スポーツが好きな人ほどスポーツ実施率が高い傾向がみられます（小中問４）。 

・スポーツをする活動場所として、小・中学生ともに学校の部活動が１位となっており、特に中

学生は部活動が８割程度と高い傾向がみられます（小中問５）。 
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第２期スポーツ振興計画の策定にあたって 


